
消防署の機構改革について 

１ 趣旨 

職責に応じた職位の配置による当直体制・災害現場指揮体制の強化や、責任職の増による消防署全

体のマネジメント強化を図るため、消防署の機構を再編します。 
 

２ 消防署の機構改革 ※ 31年度は６署において実施（鶴見、神奈川、西、中、港北、戸塚） 

 
 
 
  
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

区 役 所 説 明 資 料 
平成 31 年 月 日 
● ● 消 防 署 現団担当課長あり 査察指導担当課長なし バージョン 

 
 
 

 

消防署の警防体制やマネジメント体制を強化するため、これまで係長に相当する階級を配置していた予防

課長、警防第一課長、警防第二課長等の職位・職責を見直し、課長に相当する階級を配置する「総務・予防

課長」、「警防課長」、「警防第一担当課長」、「警防第二担当課長」に再編します。 
 また、係長については、これまで一般職に相当する階級を配置していましたが、職位・職責を見直し、係 
長に相当する階級を配置する各係長に再編します。※平成 31 年度は６署実施し、平成 33 年度までに全署実施予定。 

⇒ 課長級 ： ２増  

係長級 ： 増減なし 

区 連 会 資 料 
平成 31 年４月 22 日 
港 北 消 防 署 

＜部長級＞ ＜課長級＞ ＜係長級＞ ＜一般職＞

消防署長 ※ 副署長 ※ 庶務課長 庶務係長

出張所長 消防隊長

警防担当課長 ※ 経理係長

消防団係長

予防課長 予防係長

査察係長

警防第一・二課長 警防第一・二係長

救急担当課長 計画第一・二係長

防災第一・二係長

救急隊長

指導係長

査察指導担当課長

消防団担当課長

調査第一・二係長

救急第一・二係長

現 行 体 制
２ポスト ７ポスト 

（出張所長を除く。） 

※ 署長は、区総務部担当部長（災害対策担当）兼務 

  副署長及び警防担当課長は、 

  区総務課担当課長(災害対策担当)兼務 

 

消防出張所第一係長
（総務・予防課

消防出張所長兼）

救急担当係長
（警防第一担当係長兼務）

警防第二担当課長

消防出張所第二係長
（総務・予防課

消防出張所長兼）

(兼)

(兼)

(兼)

消防団係長

警防第二係長

予防係長 

警防第一係長

救急担当係長

(兼)

＜係長級＞

査察指導担当係長

消防出張所長

消防署長 ※ 庶務係長

＜課長級＞

副署長 ※
総務・予防課長
（副署長兼）

警防課長 ※

警防第一担当課長

＜部長級＞

機構改革後

※ 署長は、区総務部担当部長（災害対策担当）兼務 

  副署長及び警防課長は、 

  区総務課担当課長(災害対策担当)兼務 

 

４ポスト ７ポスト 
（出張所長を除く。） 


